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論 文
内
容要
旨
 子宮頸は肉眼寿よびコルポスコピーによる直視下観察が可能友こと,生険材料の採取か容易で
 あること,細胞診の正診墨が高いこと等の点から他の諸臓器に比べ異常増殖像、'早期渤像をとら
 えることが容易であるので,臨床病理学の立場からも興味があるところである。特に生険が容易
 たことはfOllOWUP8tudy'を可能とし.このことから他臓器では困難萬蓬時的観察か容易
 である。しかし上皮の異常増頒は臨床症状を欠ぐため実際にこの時点からfOl■owupする機
 会は少い。このため従来組織発生に関する業績もとぼしかった。然るに東北大学婦人科教室で行
 っている子宮継集団検診によって得られた組織には,上皮の異常増殖を認めるものが少ぐ左いの
 で.著者はこれのfo■10wupにより癌化を確めた症例を中心に,早期癌の組織学的模索を行
 支い,子宮頸煙の組織発生に関し以下のよう左見解を得た。
 検索材料と方法
 検索材料は早期紬74例の生検並びに手術標本であり,うち21例はfolIOWUPによって
 上皮の異常増殖からの癌化を確めることが出来たものである。微小左生検標本に沿ける癌の診断
 某準は.手術標本との比較により定めた。早期嚇74例の内訳は初期浸潤癌54例,上皮内絶
 42例(重複繊2例を含む)である。勅の診断基準には細1包異型,配列異型、頚管被覆部上皮お
 よび腺部に寿げる側方浸潤像の存在を重視レ副所一見として上皮層内小角化巣の出現,蘭鋳圧迫
 像,さらに間質反応の存在をも考慮に入れた。上皮内顧の組織細胞学的判定には,foUOW
 up前udyによってregreSsiOnを起さぬことが実証された群の所見を指標とした。そ
 の結果.上皮内癌と初期浸潤癌との間には,細胞異型、配列異型の点で差を認めず,ただ基底膜
 破損の有無による違いが存在したにすぎ左かつた。組織発生については灰の2方向から検索を進
 めた。す左わち,①翼型増殖像の変貌をfo■10WUPすることにより糖化過程を推測する方法
 ⑦癌の占居部位,辺縁像を検索することにより先行病変を推定する方法一…・である。特にこの際
 alc土an'blue-PAS-Mas80nの5重染色による細胞の分泌能の検索,角化傾向の状態の
 倹素左どを参考とした。
検索成績
 早期癌を分類すると,④表皮癌epiαerma■careinoma,②類表皮癌epidermoid
 carcino皿a,⑤粘液類表皮癌mucoeP土aerlnoidcarcinoma,④予備紐胞癌re-
 8ervece1■carcinOma,⑤腺細胞癌cylinαrica■cellcarcinOma」の
 5型に分類出来る。これら5型の早期緬と各種上皮およびその異型増殖との関係を追求すると,
 予備細胞増殖3例.予備細胞.異型9例,扁平上皮細胞異型9例の計21例からの糖化が認められ
 た。これらの繕1ヒには次のよう左過程を経ることが推定された。予備組胞増殖からの5例中2例
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 は,予備細胞異型から化生を経て類表皮癌の所見となった。他の1例は予備細胞異型より直接癌
 化して予備細り包届と左り,さらに経過と共に分化して粘液類表皮縛となった。予備細胞異型の段
 一4階からfoUoWupした9例のうち5例は粘液類表皮癌へ,3例は類表皮繕へ,他の1例が予
 備細胞癒へと変った。粘液類表皮癌と左つた5例中2例では.途中扁平上皮化生と共に粘液分泌
 能を有する示田胞の共存が認められた。これは予備細胞のもつ扁平、円柱両上皮への分化能力の表
 現として理解されよう。また予備細胞の化生、分化方向を左右し種々の異った組織型の祉へと進
 展させる因子として異型予備細胞の占居部位を重視したい。扁平上皮細胞の異型の状態から
 fo■■owUPした9例では,7例が類表皮癌,2例が表反癌に変化した。表皮糖むよび類表皮
 魑の甲でも角化傾向の強い型のものでは明細胞または傍基底細彪に異型を認めた。
 早期癌と占居部位との関係
 子宮頸部を。扁平上皮領域,頸管粘膜被覆部,被覆上皮かよび腺部、左らびに腺部とに分けこ
 れと各組織型との関係を調査した。表皮繕は元来の桶平上皮領域に限られ,kera七〇si8
 8enili8様・Bowen病様・kera七〇Ucba8alce■1epi七helio皿a様左どの
 皮膚の前癌状態支いし早期粕類似の組織像を示した。類表皮燭の多くは頸管粘膜被覆部に認めら
 れた。これらのことは先の被覆部予備細胞異型は扁平上度化生を起しゃすいと云うfo■low
 up所見に一致する。粘級類表皮癌は頸管腺を含むものに多く,やはりこれもfo1■OWup
 所見と一致した。また頚管腺に発生したものは初期浸潤、早期リン・曹'内浸入を起す傾1動強力戯。
癌辺縁像所見
 癌の辺罎に腺細胞異型を認め,中心に近づくに従い粘液類表皮衙を経て類表皮癌へと移行する
 像を示す症i例があった。このことは糖化后の化生により粘液類表皮糖が類表皮癌の像を示す様に
 在る可能性を示唆する。良性扁平.上皮化生像と癌との聞には連続的移行をほとんど認め左かつた。
 結.・論
 子宮蹟癌の組織発生に関しては灰のごとき種々の過程の存在の可能性が考えられる。
 1)偏平上皮は異型化から表皮鞘、むよび類表皮癌へと変化することがある。2)予備細胞増
 殖からその異型化.吏に予備総F包届,訟よび枯液類表皮癌へと変化する過程があり・また扁平上
 皮化生を経て類表皮癌、冷よび粘液類表皮癌に変化する過程の存在が推定される。5)腺細胞
 異型が粘液類表皮籍に変化しさらにこれが化生を起し,類表皮嚇へ変貌する過程も存在する。
 4)子宮頸懸の組織型,進展発育塵慶,細胞異型,配列異型左どは馳の初発部位,占居部位によ
 って左右されることが少くたかった。5)表皮紬は本来の扁平上皮領域にのみ認められ、他の頭
 糖と組織像を異にし.むしろ膣糖,皮膚懸に準じて考察すべきものと思われる。表皮融の中には
 頭管側から離れて発生し異る組織像を示すものがあう重複繕と左ることがあった。6)一見扁平
 上皮癌と思われる子宮癌でもalcianblue-PAS-Ma8SOnの5董染色により大半が粘液
 顛表皮絶に属することが明らかと旋つた。
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 審査結果の要旨
 癌の組織発生は病理学者の興味をよぶテーマであるばか要でなく,臨床的に癌の予防法を考究
 する上にむいても重要た課題でもある。た甘,組織学的検査には組織を採取する必要があるため,
 同一組織を連続観察し得=駆(と言う研究..ヒ致命的欠陥をもっている。著者はこの欠陥を極力埋め
 るたど),可視部位に発生ナる子宮頸癖を対象に選び,生検標本採取が観察部位の一部にとどまる
 ように心がけ,そ'れによる不足を紹1胞診,コルポスコピーなどにより補うように心掛けた。早期
 子宮癌74例を分類すると、表皮癌,類表皮癌,粘液類表皮癌.予備細胞癌,腺細胞癌の5型と
 なるが,2'1例の非癌時期から早≠ll"癒になったものにっきfol.lowupし,次のごとき経過が
 推定された。ゆ濡手上皮17t・1財,り化を経て表皮痛むよび類表踏、軒へ変化することがある。②予
 備細胞増殖からそのヲ演:1化,さらに予揖i細胞癌かよび粘液類表皮癌へと.進展する過程,また予備
 1調窺から鵜平上皮化生を経て類表皮癌証よび粘液類裏皮癌へと二錐む過程がある。③腺著i購包異型
 から粘液類裏皮癌となし),さら}て.llli表皮痴へと臼て生する過程がある・……・と。
 著者の検索所見から次つことノ'く・1・Li…・1肌.た。すたわちa)子宮癌の組織型,進展発育速度,細胞
 鷲型,配列異型などほ辞∫の荊准湧別・ヒ,占居部位によつて左右されることが少ぐなかった。b)表
 皮,1幽は本来の扁平上皮領域1〔のみ認められ,他α)頸癌とは組織像を異にし,膵癌、皮膚癌などに
 準じて論んずべきものと思われた。一!iた鹿皮癌の中には頸管側から離れて発生して罪なる組織像
 をll}するものがあ1り,これは重複癌と言える。c)一見偏平」二皮癌と思わ;h,る子宮癌でもalcian
 bエue-PAS-Mas呂onの5鍾!染伍r⊂エリ大半が牙ll甘酸類表皮癌1て属するものであることを明か
 にした。
 以.上のごとぐ,従来試みられたかったfOllOwUPS七udγにエリ子宮癌の組織発生なら
 びに病理!所.蜀、に新知兇を加.之た、・焦でf階位授往に価するものと判定した。
一
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